
                                           市立札幌みなみの杜高等支援学校 

令和７年度 １学年協育実習実施要領 

 

１ 協育実習についての考え方 

本校では、企業や関係機関の皆様のお力を借りながら、協働して生徒を育成するために「協育実

習」と銘打ち職場実習を実施しているところです。生徒が実際の現場で働く体験を積み重ねていく

ことにより職業適性や将来の目標を考え、自分の意思で進路先を選択する力を育てていきたいと考

えております。 

 

２ 目的 

卒業後の職業自立・社会参加を目指すために、「働く」体験を行い、コース選択や将来の職業選

択への足掛かりとする。 

 

３ 目標 

（１） 実際に仕事の様子を見たり、企業の理念や大切にしていることなどを聞いたりして、視野を

広げる。                            （研修・見学・理解） 

（２） 企業での仕事を実際に体験し、仕事の大変さや喜びを感じることで、自分の課題に気づき、

次の目標を定める。                       （体験・ふりかえり） 

 

４ 実習予定日 

第１回 令和７年 ５月 13日(火)、15日(木) 第２回 令和７年 ６月 17日(火)、19日(木) 

第３回 令和７年 ７月 17日(木)、22日(火) 第４回 令和７年 ９月 16日(火)、18日(木) 

第５回 令和７年 10月 23日(木)、28日(火) 第６回 令和７年 11月 25日(火)、27日(木) 

第７回 令和８年 １月 20日(火)、22日(木) 

 

５ 方法 

（１） 実習は、７回（計 14日）行います。（４ 実習予定日参照） 

（２） 原則、引率教員が付いて実習を行います。 

（３） 実習生は、各回で異なります。 

（４） お受入れいただく人数は、引率教員を含めて５名を基本とし、事業所様の状況に合わせて調

整します。 

 

６ 実習までの流れ 

（１） 進路支援担当または、コース実習担当が協育実習の事前打合せに伺います。 

（２） 実習生が決まりましたら、「依頼状」及び「協育実習内容表」「実習生徒プロフィール」の３

点の書類を送付させていただきます。 

（３） 実習日の前日に、引率教員から当日の確認をさせていただきます。 

 

７ 実習中の支援について 

（１） ８名の学級を２～３グループに分け、グループに１名教員が付いて支援をします。 

（２） 状況に応じて、引率教員も生徒と一緒に働かせていただく場合があります。 

（３） ２日目の実習の最後に、事業所様の担当者と生徒、引率教員で「ふりかえり」をさせていた

だければと思います。「実習生徒プロフィール」は、引率が回収いたします。 
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８ 通勤方法 

（１） 公共交通機関の利用を原則とします。 

（２） 引率教員の下、学校出発を原則とします。 

（３） 事業所様からの帰宅については、直帰を基本とします。 

 

９ 緊急時の対応について 

（１） 予測していない事態が生じたときは、学校へ御連絡ください。事業所様からの連絡を受け、

速やかに対応いたします。また、必要に応じて、事業所様に御協力をお願いする場合があり

ます。 

（２） 自然災害等よる実習継続の判断は、札幌市教育委員会及び学校長の指針に従い、事業所様へ

の連絡を速やかに行います。 

（３） 健康上の配慮事項のある生徒について、個別に詳細をお伝えする場合があります。 

 

10 実習中の災害補償について 

（１） 実習期間中（出勤、退勤中を含む）の事故、業務災害等によるけがについては、原則的に、

独立行政法人日本スポーツ振興センター「災害共済給付制度」の適用を受けます｡ 

（２） 独立行政法人「日本スポーツ振興センター」の適用を受けない事故・けが等のために「イン

ターンシップ・ボランティア等体験活動保険」へ加入しています。 

 

11 その他 

（１） 昼食は、弁当を持参いたします。 

（２） 事業所様からの実習に対する報酬は、受け取らないことといたします。 

（３） 札幌市教育委員会の就労支援コーディネーターと連携して実習を行う場合があります。 

 

12 連絡先・進路支援担当 

  連絡先：〒005-0012 札幌市南区真駒内上町４丁目 7-1 

       TEL 011-596-0451  FAX 011-588-5020 

担当 ：鈴木 愛平 

      

 


